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１　令和５年度　経営評価

※参考　令和４年度決算
　■当期損益 93,902千円 累積損益 1,241,836千円
　■市からの収入
　　全体 659,580千円（営業収益に占める割合　R4：88.1％←R3：85.7％）
　　うち競争によらないもの 644,298千円（営業収益に占める割合　R4：86.1％←R3：37.3％）

※令和4年度の「うち競争によらないもの」の営業収益に占める割合（86.1％）は、これまで
　入札執行により5年契約を締結していた「青森市情報システム運用管理業務」において、
　令和3年度末で契約期間が満了し、令和８年度からの地方公共団体の情報システム標準化
　に対応するため、令和4年度より1年ごとの随意契約となったことによるもの、及び前年度
　に引き続き、コロナ関連で一時的に増加した受注業務分（新型コロナウイルスワクチン接種
　券発行業務等）を除くと、29.1％となり、例年並みの水準を維持している。

２ 第三セクターの対応
◆経営戦略プラン（R5～R7）の取組と計画
　経営の安定基盤を確立し、成長し続ける企業へという方針に基づき、下記取組を実施。

○具体的取組

○財務計画：毎年度の黒字が目標

【取組状況】

３ 市の対応

　令和5年度は、昨年、中止となった青森県警察団体向けのサイバーセキュリティ対策研修を実施する
とともに、ＤＸ等の技術習得を進め、中小企業者等へＤＸやＩＴを活用した支援に取り組んでいく。
　また、中小企業からの保守業務やデータ入力業務の継続受注に加え、ネットワーク環境相談を始
め、構築、導入など、新規の顧客獲得に取り組んでいる。

　本市経済を支える中小企業等の新たな事業活動への取組や経営体質の改善・強化へ向けた支援に、
より一層取り組むよう指導するとともに、経営基盤の強化に向けて、経営戦略プランに基づき取組等
が計画的に実施されるよう指導等を行っていく。

　④新たな事業創出のための最新技術の研究

（当期損益：R5年度 38,950千円、R6年度 34,406千円、R7年度 37,042千円）

　①事業充実のための企画提案・顧客の拡大
　②高度ＩＴ人材育成を始め地域へのＩＴ教育の追求と着実な実施
　③青森市情報システムの安定運用と事業継続
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　すべての項目において「概ね良好」という結果となっている。

令和５年度第三セクター経営評価結果及び対応について
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